
(57)【要約】

【課題】汚泥と基質の良好な接触を妨げず、汚泥層全体

を処理に際して有効に活用し、ＣＯＤ負荷が高い場合に

あっても、安定した処理ができる嫌気性処理方法と、そ

の処理方法を実施する処理装置を提供する。

【解決手段】有機性廃水または廃棄物をガス・液・固液

分離部を多段に有する上向流嫌気性汚泥床処理装置によ

り嫌気処理する方法において、前記装置本体側壁との角

度が３５度以下であるガス、液及び固液分離部を装置の

上部５０％の範囲内に取り付け、かつ、被処理原水を直

接、若しくは希釈処理を行うことにより、流入水の通水

速度を１～５ｍ／ｈとする有機性廃水または廃棄物の嫌

気性処理方法、及びその装置。前記ガス、液及び固液分

離部は、各占有面積が装置断面積の２分の１以上となる

邪魔板により形成されるのが好ましい。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 機 性 廃 水 ま た は 廃 棄 物 を ガ ス 、 液 及 び 固 液 分 離 部 を 多 段 に 有 す る 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床
処 理 装 置 に よ り 、 嫌 気 処 理 す る 方 法 に お い て 、 前 記 装 置 本 体 側 壁 と の 角 度 が ３ ５ 度 以 下 で
あ る 該 ガ ス 、 液 及 び 固 液 分 離 部 を 装 置 の 上 部 ５ ０ ％ の 範 囲 内 に 取 り 付 け 、 か つ 、 被 処 理 原
水 を 直 接 、 若 し く は 希 釈 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 有 機 性 廃 水 ま た は 廃 棄 物 の 嫌 気 性 処
理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ガ ス 、 液 及 び 固 液 分 離 部 を 多 段 に 有 す る 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 処 理 装 置 に お い て 、 装 置 本
体 側 壁 と の 角 度 が ３ ５ 度 以 下 で あ る 該 ガ ス 、 液 及 び 固 液 分 離 部 を 装 置 の 上 部 ５ ０ ％ の 範 囲
内 に 取 り 付 け 、 直 接 、 若 し く は 希 釈 処 理 を 行 っ た 被 処 理 原 水 を 流 入 す る 供 給 管 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 嫌 気 性 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 占 有 面 積 が 装 置 断 面 積 の ２ 分 の １ 以 上 と な る 邪 魔 板 に よ り 形 成 さ れ る ガ ス 、 液 及 び 固
液 分 離 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 嫌 気 性 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 の 工 場 、 下 水 、 し 尿 、 畜 産 業 施 設 等 か ら 排 出 さ れ る 有 機 性 の 廃 水 又 は 有
機 性 の 廃 棄 物 等 を 対 象 と し て 、 こ れ 等 の 廃 棄 物 等 を 無 害 化 す る 嫌 気 性 汚 泥 床 処 理 方 法 及 び
装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 特 に 、 ガ ス ・ 液 ・ 固 液 分 離 部 （ 以 下 、 「 Ｇ Ｓ Ｓ 」 と も 記 す ）
を 多 段 に 有 す る 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 処 理 方 法 及 び 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 性 の 廃 水 あ る い は 有 機 性 の 廃 棄 物 等 は 、 嫌 気 性 処 理 に よ っ て 分 解 処 理 さ れ る こ と が
あ る 。
　 こ の よ う な 分 解 処 理 方 法 と し て 、 例 え ば 、 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 法 （ 以 下 、 「 Ｕ Ａ Ｓ Ｂ 」
と も 記 す ） が 挙 げ ら れ 、 こ の 処 理 法 は 、 近 年 普 及 し て き た 方 法 で 、 メ タ ン 菌 等 の 嫌 気 性 菌
を グ ラ ニ ュ ー ル 状 に 造 粒 化 す る こ と に よ り 、 リ ア ク タ ー 内 の メ タ ン 菌 の 濃 度 を 高 濃 度 に 維
持 で き る と い う 特 徴 が あ り 、 こ の た め 、 廃 水 中 の 有 機 物 の 濃 度 が 相 当 程 度 に 高 い 場 合 で あ
っ て も 、 効 率 よ く 処 理 す る こ と が で き る こ と が 知 ら れ て い る 。
　 上 記 の 処 理 法 を 具 現 化 し た 装 置 に あ っ て は 、 重 ク ロ ム 酸 カ リ ウ ム を 酸 化 剤 と し て 用 い て
測 定 し た Ｃ Ｏ Ｄ C r （ 以 下 、 単 に 「 Ｃ Ｏ Ｄ 」 と も 記 す ） の 容 積 負 荷 が １ ０ ～ １ ５ ｋ ｇ ／ ｍ 3  

／ ｄ の 廃 水 、 廃 棄 物 で あ っ て も 、 高 率 よ く 運 転 で き る と い う 特 徴 の あ る こ と が 認 め ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 性 廃 水 お よ び 有 機 性 廃 棄 物 を 対 象 と し た 嫌 気 性 処 理 に 用 い る 嫌 気 性 菌 と し て は 、 環
境 温 度 に よ り 大 き く 分 け て ２ 種 類 の 菌 が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 環 境 温 度 が ３ ０ ～ ３ ５ ℃ の
中 温 度 域 を 至 適 温 度 と す る 中 温 嫌 気 性 菌 、 ５ ０ ～ ５ ５ ℃ の 高 温 域 を 至 適 温 度 と す る 高 温 嫌
気 性 菌 等 が 挙 げ ら れ る 。
　 一 方 、 こ れ ら の 嫌 気 性 菌 の 機 能 を 利 用 し た 、 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 法 （ Ｕ Ａ Ｓ Ｂ ） の 場 合
、 分 解 し よ う と す る 有 機 物 の 負 荷 量 が 高 く な る と （ 例 え ば 、 Ｃ Ｏ Ｄ 容 積 負 荷 が １ ５ ｋ ｇ ／
ｍ 3  ／ ｄ 以 上 ） 、 発 生 す る ガ ス 量 が 多 く な る 。
　 こ の 際 、 リ ア ク タ ー 内 か ら の ガ ス 抜 き を 随 時 確 実 に 行 う こ と が 不 可 欠 と な り 、 ガ ス 排 出
時 の 吹 き 出 し 等 に よ り 、 グ ラ ニ ュ ー ル 状 の 汚 泥 の 流 出 が 目 立 つ 様 に な り 、 リ ア ク タ ー 内 に
グ ラ ニ ュ ー ル 状 の 汚 泥 を 留 め て お く こ と が 難 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 状 態 に な っ た 場 合 の 処 理 対 策 と し て 、 処 理 装 置 そ れ 自 体 を 多 段 に し 、 発 生 ガ
ス を 分 散 し て 系 外 に 排 出 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
　 図 ２ は 、 こ の よ う な 提 案 の 一 例 で 、 多 段 に し た 場 合 の 嫌 気 性 処 理 装 置 の 例 を 模 式 図 で 示
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す も の で あ る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ２ に お い て 、 装 置 の 下 端 に 原 水 流 入 管 １ を 接 続 し た 筒 状 の リ ア ク タ ー ２ の 内 部 に 複 数
の 邪 魔 板 ３ を 配 設 し 、 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン を 区 分 し た 各 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン ４ ａ ～ ４ ｅ を 、 そ れ ぞ
れ の 所 定 の 箇 所 に 配 し て 多 段 に 形 成 し て い る 。
　 各 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン ４ ａ ～ ４ ｅ の 各 上 端 コ ー ナ に は 、 Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ （ ５ ａ 、 ５ ｂ ） を 形 成 し
、 そ の Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ の 内 部 で 反 応 が 始 ま る と 、 反 応 ガ ス が Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ に 集 積 す る 。 各 気 相 部
５ ａ に は 、 発 生 ガ ス 回 収 配 管 ６ が 接 続 し て い る 。 さ ら に 、 発 生 ガ ス 回 収 配 管 ６ は 、 外 部 の
水 封 槽 ７ に 通 じ て い る 。
　 こ の 文 献 に お い て は 、 リ ア ク タ ー ２ の 側 壁 と 邪 魔 板 ３ の 角 度 、 通 水 速 度 及 び 原 水 の 希 釈
操 作 に つ い て の 記 載 は 無 く 、 リ ア ク タ ー ２ の 側 壁 と 邪 魔 板 ３ の 角 度 は 、 文 献 の 図 面 で は ５
６ 度 と な っ て い る 。 な お 、 前 記 の 角 度 は 、 邪 魔 板 ３ が 下 向 き で あ る か ら 、 側 壁 に 対 し て 上
向 き の 大 き い 角 度 と 下 向 き の 小 さ い 角 度 の ２ つ が あ る が 、 こ の 場 合 小 さ い 方 の 角 度 で 表 わ
す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ （ 「 嫌 気 性 処 理 方 式 お よ び 装 置 」 ） に 記 載 さ れ て い る 、 ガ ス 、 液 、 固
液 分 離 部 を 多 段 に 有 す る 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 処 理 装 置 （ 本 明 細 書 の 図 ２ 参 照 ） に お い て は
、 区 分 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン ４ ａ ～ ４ ｅ に 原 水 を 分 注 し 、 各 区 分 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン 毎 に 、 そ こ で 発
生 す る ガ ス を 回 収 で き る た め 、 リ ア ク タ ー の 単 位 断 面 積 当 た り の 発 生 ガ ス 量 が 少 な く な り
、 同 時 に 、 流 入 原 水 を 分 注 す る た め 、 各 Ｇ Ｓ Ｓ 部 の 液 の 線 流 速 （ 通 水 速 度 ） も 小 さ く な り
、 特 に 、 最 上 段 の Ｇ Ｓ Ｓ 部 に お け る リ ア ク タ ー の 単 位 面 積 当 た り の ガ ス 量 、 通 水 速 度 が 小
さ く な る た め 、 グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 の 系 外 へ の 流 出 量 が 非 常 に 少 な く な る と 言 う こ と が で き
る 。
　 特 許 文 献 １ で は 、 リ ア ク タ ー ２ の 側 壁 と 邪 魔 板 ３ の 角 度 は 図 面 で は 約 ５ ０ 度 で あ り 、 通
水 速 度 を 低 く す る こ と の 効 果 に つ い て 記 載 さ れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｇ ． Lettinga(1995)Anaerrobic digestion and wastewater treatment-
system.Antonie van Leeuwenhoek 67:3-28
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ０ ７ ３ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 多 段 化 し た 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 法 （ Ｕ Ａ Ｓ Ｂ ） の 装 置 に あ っ て は 、 な お
、 以 下 に 記 載 す る よ う な 、 問 題 点 が あ る 。
（ ａ ） Ｇ Ｓ Ｓ の 設 置 角 度 が 緩 や か な 場 合 に は 、 Ｇ Ｓ Ｓ 直 上 部 に 堆 積 汚 泥 に よ る デ ッ ド ス ペ
ー ス が 生 じ 、 リ ア ク タ ー 内 の 汚 泥 層 全 体 を 必 ず し も 有 効 に 使 え な い 。
（ ｂ ） Ｇ Ｓ Ｓ を 装 置 下 部 ま で 取 り 付 け た 場 合 、 汚 泥 層 の 良 好 な 流 動 を 妨 げ 、 汚 泥 と 基 質 の
接 触 が 不 十 分 も し く は 不 良 と な る 。
（ ｃ ） 通 水 速 度 が 低 い 場 合 に は 、 短 絡 流 が 生 じ る た め に 、 ま た 、 通 水 速 度 が 高 い 場 合 に は
、 汚 泥 の 流 出 に つ な が る た め に 、 処 理 結 果 を 悪 化 さ せ る 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ｄ ） 区 分 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン に 原 水 を 分 注 す る 方 法 の 場 合 、 流 入 原 水 を 分 注 す る こ と に よ り
、 各 Ｇ Ｓ Ｓ の 液 の 線 流 速 も 小 さ く な り 、 各 区 分 の ス ラ ッ ジ ゾ ー ン に お け る 良 好 な 流 動 状 態
が 得 ら れ な い た め 、 汚 泥 と 基 質 の 良 好 な 接 触 が な さ れ な い 。
　 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 汚 泥 層 の 良 好 な 流 動 状 態 、 即 ち 、 汚 泥 と 基 質 の 良 好
な 接 触 を 妨 げ ず 、 汚 泥 層 全 体 を 処 理 に 際 し て 有 効 に 活 用 す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 が 高
い 場 合 に あ っ て も 、 安 定 し た 処 理 を 行 う こ と の で き る 嫌 気 性 処 理 方 法 と 、 こ の 処 理 方 法 を
効 果 的 に 実 施 す る こ と が で き る 処 理 装 置 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 に 記 載 す る 手 段 に よ っ て 前 記 課 題 を 解 決 し た 。
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　 （ １ ） 有 機 性 廃 水 ま た は 廃 棄 物 を ガ ス 、 液 及 び 固 液 分 離 部 を 多 段 に 有 す る 上 向 流 嫌 気 性
汚 泥 床 処 理 装 置 に よ り 、 嫌 気 処 理 す る 方 法 に お い て 、 前 記 装 置 本 体 側 壁 と の 角 度 が ３ ５ 度
以 下 で あ る 該 ガ ス 、 液 及 び 固 液 分 離 部 を 装 置 の 上 部 ５ ０ ％ の 範 囲 内 に 取 り 付 け 、 か つ 、 被
処 理 原 水 を 直 接 、 若 し く は 希 釈 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 有 機 性 廃 水 ま た は 廃 棄 物 の 嫌
気 性 処 理 方 法 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ２ ） ガ ス 、 液 及 び 固 液 分 離 部 を 多 段 に 有 す る 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 処 理 装 置 に お い て 、
装 置 本 体 側 壁 と の 角 度 が ３ ５ 度 以 下 で あ る 該 ガ ス 、 液 及 び 固 液 分 離 部 を 装 置 の 上 部 ５ ０ ％
の 範 囲 内 に 取 り 付 け 、 直 接 、 若 し く は 希 釈 処 理 を 行 っ た 被 処 理 原 水 を 流 入 す る 供 給 管 を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 嫌 気 性 処 理 装 置 。
　 （ ３ ） 各 占 有 面 積 が 装 置 断 面 積 の ２ 分 の １ 以 上 と な る 邪 魔 板 に よ り 形 成 さ れ る ガ ス 、 液
及 び 固 液 分 離 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ ２ ） 記 載 の 嫌 気 性 処 理 装 置 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 上 記 の 非 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 １ の 開 示 と は 異 な り 、 「 リ ア ク タ
ー ２ の 側 壁 と 邪 魔 板 ３ の な す 角 度 を ３ ５ 度 以 下 と し 、 原 水 を 処 理 水 の 循 環 液 や 系 外 か ら 供
給 す る 希 釈 水 等 に よ り 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 希 釈 を 行 な い 、 一 貫 し て 、 流 入 水 の リ ア ク タ ー
２ 内 部 に お け る 装 置 断 面 積 基 準 の 通 水 速 度 が １ ～ ５ ｍ ／ ｈ と な る よ う に 調 節 す る 」 こ と に
よ り 、 汚 泥 層 の 良 好 な 流 動 状 態 を 創 り 出 す こ と 、 及 び 、 グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 の 増 殖 に 絶 大 な
効 果 が あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 装 置 本 体 側 壁 と の 取 り 付 け 角 度 が ３ ５ 度 以 下 、 且 つ 、 各 占 有 面 積 が
装 置 断 面 積 の １ ／ ２ 以 上 と な る 邪 魔 板 に よ り 形 成 さ れ る 、 ガ ス ・ 液 ・ 固 液 分 離 部 を 有 し 、
こ れ 等 の ガ ス 、 液 お よ び 固 液 分 離 部 を 装 置 の 上 部 ５ 割 の 区 分 に 取 り 付 け 、 原 水 を 直 接 、 あ
る い は 希 釈 操 作 を 施 す こ と に よ り 、 流 入 水 の 通 水 速 度 を １ ～ ５ ｍ ／ ｈ と す る こ と に よ り 、
汚 泥 層 の 良 好 な 流 動 状 態 、 即 ち 、 汚 泥 と 基 質 の 良 好 な 接 触 を 妨 げ ず 、 汚 泥 層 全 体 を 処 理 に
対 し て 有 効 に 活 用 す る こ と に よ り 、 高 い Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 に お い て も 、 安 定 し た 処 理 を 行 う こ と
が で き る 嫌 気 性 処 理 方 法 と 、 こ れ を 実 施 す る 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と が で き 、 高 い 有 機 物
負 荷 の 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 法 （ Ｕ Ａ Ｓ Ｂ ） の 運 転 に お い て 、 常 時 安 定 し た 有 機 物 の 処 理 成
果 が 得 ら れ る の で 、 極 め て 有 益 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。
　 図 １ は 、 嫌 気 性 処 理 方 法 を 実 施 す る の に 好 ま し い 本 発 明 の 上 向 流 嫌 気 性 処 理 装 置 の 一 形
態 の 概 要 を 例 示 し た 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 リ ア ク タ ー ２ の 上 方 部 は 実 質 閉 塞 状 態 に あ り 、 下 端 部 に は 原 水 送 液 管 １
が 接 続 す る 。
　 リ ア ク タ ー ２ の 内 部 、 左 右 両 側 壁 に は 、 相 対 向 す る 据 え 付 け 位 置 を 互 い に ず ら し た 邪 魔
板 ３ の 一 方 の 端 部 （ リ ア ク タ ー ２ の 側 壁 側 ） を 固 設 し 、 他 方 の 端 部 を 反 対 側 の 側 壁 方 向 に
向 か っ て 斜 め に 下 降 し な が ら 伸 長 す る 邪 魔 板 ３ を 設 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 邪 魔 板 ３ は 、 上 下 方 向 位 置 に ２ 箇 所 、 左 右 交 互 に 設 置 さ れ 、 リ ア ク タ ー ２ の 側 壁 と
の 間 に 、 そ れ ぞ れ 鋭 角 状 と な る 区 分 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン ４ ａ 、 ４ ｂ を 形 成 す る 。
　 リ ア ク タ ー ２ の 側 壁 と 邪 魔 板 ３ と の 為 す 角 度 θ は 、 ３ ５ 度 以 下 の 鋭 角 と さ れ 、 占 有 面 積
が 装 置 断 面 積 の １ ／ ２ 以 上 と さ れ て い る 。
　 ３ ５ 度 を 越 え る 角 度 の 場 合 に は 、 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン ４ ａ 、 ４ ｂ の 邪 魔 板 ３ に グ ラ ニ ュ ー ル
汚 泥 が 沈 積 し て 流 動 性 が 不 十 分 と な り 、 ３ ０ Ｋ ｇ ／ ｍ ３ ／ ｄ 以 上 の 高 負 荷 処 理 は 困 難 と な
る 。
　 な お 、 邪 魔 板 の 占 有 断 面 積 が リ ア ク タ ー 断 面 積 の １ ／ ２ 以 下 だ と 、 発 生 ガ ス の 捕 捉 が 不
十 分 と な り 、 気 液 固 の 分 離 に 不 具 合 が 生 じ る 。 つ ま り リ ア ク タ ー の 中 心 よ り ガ ス が 上 方 へ
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抜 け て し ま い 、 後 記 の Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ に ガ ス を 十 分 に 集 積 さ せ る こ と が で き な く な る 。
　 区 分 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン ４ ａ 、 ４ ｂ の 上 部 は 、 Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ を 形 成 し て い る 。 こ の Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５
（ ５ ａ 、 ５ ｂ ） は 、 リ ア ク タ ー ２ の 上 部 側 半 分 の 位 置 に 設 置 す る 。
　 反 応 が 始 ま る と 、 発 生 ガ ス が 集 積 す る 気 相 部 ５ ａ に は 、 外 部 と 通 じ る 発 生 ガ ス 回 収 配 管
６ の 排 出 口 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 気 相 部 ５ ａ か ら 接 続 さ れ て い る 発 生 ガ ス 回 収 配 管 ６ の 吐 出 口 は 、 水 を 充 填 し た 水
封 槽 ７ の 水 中 内 で 開 口 し て い る 。
　 開 口 位 置 は 、 水 圧 が 異 な る 適 宜 な 水 深 位 に あ り 、 水 封 槽 ７ に は 発 生 ガ ス 回 収 配 管 ６ か ら
吐 出 さ れ た ガ ス 流 量 を 測 定 す る ガ ス メ ー タ ８ を 設 け て あ る 。 ガ ス メ ー タ ８ の 先 に は 、 斯 様
に 吐 出 さ れ た ガ ス を 再 利 用 す る 、 図 示 し な い 所 定 の 利 用 施 設 が 設 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 リ ア ク タ ー ２ の 上 端 に は 、 上 澄 液 を 排 出 す る 処 理 水 配 管 ９ が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 リ ア ク タ ー ２ は 、 嫌 気 性 菌 か ら な る グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 を 投 入 し て 使 用 す る 。 本 発 明 の 対
象 と な る 嫌 気 性 処 理 は 、 ３ ０ ℃ ～ ３ ５ ℃ を 至 適 温 度 と し た 中 温 メ タ ン 発 酵 処 理 、 ５ ０ ℃ ～
５ ５ ℃ を 至 適 温 度 と し た 高 温 メ タ ン 発 酵 処 理 な ど 、 全 て の 温 度 範 囲 の 嫌 気 性 処 理 を 対 象 と
し て い る 。
　 嫌 気 性 菌 か ら な る グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 を 投 入 し 、 有 機 性 廃 棄 物 な ど を 含 ん だ 原 水 を 原 水 送
液 管 １ か ら リ ア ク タ ー ２ ヘ 導 入 す る 。
　 原 水 を 処 理 水 の 循 環 液 や 系 外 か ら 供 給 す る 希 釈 水 等 に よ り 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 希 釈 を 行
い 、 流 入 水 の リ ア ク タ ー ２ 内 部 に お け る 通 水 速 度 が 、 １ ～ ５ ｍ ／ ｈ と な る よ う に 調 節 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 リ ア ク タ ー ２ 内 で は 、 嫌 気 性 菌 か ら な る グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 の 介 在 に よ っ て 、 有 機 性 廃 棄
物 が 分 解 し 、 分 解 ガ ス が 発 生 す る 。 こ の 発 生 ガ ス は 、 各 区 分 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン ４ ａ ～ ４ ｂ 上
端 の Ｇ Ｓ Ｓ 部 に 、 そ れ ぞ れ 別 れ て 集 ま り 、 そ れ ぞ れ 別 個 に 気 相 部 ５ ａ を 形 成 し 、 発 生 ガ ス
回 収 配 管 ６ を 通 っ て 水 封 槽 ７ に 至 る 。
　 こ う し た 発 生 ガ ス は 、 気 泡 を 形 成 し て 水 面 気 泡 部 ５ ｂ に 一 時 的 に 滞 留 す る 。 水 面 気 泡 部
５ ｂ に 集 合 し た 前 記 気 泡 は 、 や が て 破 裂 し 、 発 生 ガ ス と グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 と が 分 離 し 、 グ
ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 は 当 初 の 比 重 に 復 帰 し て 水 中 に 潜 入 し 、 発 生 し た ガ ス は 、 発 生 ガ ス 回 収 配
管 ６ か ら 水 封 槽 ７ を 経 由 し て 、 系 外 に 排 出 さ れ る 。
　 有 機 物 が 分 解 し て 清 澄 に な っ た 水 は 、 リ ア ク タ ー ２ の 上 端 か ら 処 理 水 配 管 ９ を 経 由 し て
系 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ の 気 相 部 ５ ａ の ガ ス 圧 は 、 互 い に 異 な る こ と か ら 、 そ の 差 圧 は 水 封 槽 ７ で
調 整 す る と よ い 。 原 水 送 液 側 に 近 い 順 に 水 封 圧 を 高 く 保 持 す る 必 要 が あ る 。 ガ ス 回 収 の 圧
力 の 調 整 は 、 水 封 槽 ７ を 使 用 す る 以 外 に も 、 多 く の 方 法 が あ り 、 例 え ば 、 圧 力 弁 等 を 使 用
す る こ と 等 も 挙 げ ら れ る 。
　 本 発 明 の 嫌 気 性 処 理 方 法 に お い て は 、 各 区 分 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン 毎 に 、 そ こ で 発 生 す る 発 生
ガ ス を 回 収 す る こ と が で き る た め 、 リ ア ク タ ー の 単 位 断 面 積 当 た り の 発 生 ガ ス 量 が 少 な く
な る 。
　 特 に 、 処 理 水 を 流 出 さ せ る 処 理 水 配 管 ９ に 最 も 近 い 所 で は 、 リ ア ク タ ー の 単 位 断 面 積 当
た り の ガ ス 量 が 小 さ く な る 。
　 そ の た め 、 グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 の 系 外 流 出 量 を 極 く 少 な く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 に お い て 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 更 に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ の 実 施 例
に よ り 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
実 施 例 １
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　 図 ４ 、 図 ５ は 、 多 段 型 嫌 気 性 処 理 方 法 の 実 験 に 用 い た 装 置 の 概 要 を 示 す 。
　 Ａ 系 列 は 、 傾 斜 す る 邪 魔 板 ３ を ５ 箇 取 り 付 け 、 装 置 側 壁 と 邪 魔 板 ３ と の 角 度 （ θ ） を ４
５ 度 と し た 系 列 （ 従 来 法 ） を 示 す 。 こ れ を 図 ５ に 示 す 。
　 Ｂ 系 列 は 、 傾 斜 す る 邪 魔 板 ３ を ２ 箇 取 り 付 け 、 装 置 側 壁 と 邪 魔 板 ３ と の 角 度 （ θ ） を ３
０ 度 と し 、 装 置 の 下 部 １ ／ ２ の 部 所 に は 邪 魔 板 ３ を 取 り 付 け な い 系 列 （ 本 発 明 に 基 づ く ）
を 示 す 。 こ れ を 図 ４ に 示 す 。
　 Ａ 系 列 、 Ｂ 系 列 と も 、 リ ア ク タ ー の 断 面 積 は 、 ０ ． １ ６ ｍ ２ 、 高 さ ６ ． ２ ５ ｍ （ 容 量 １
ｍ ３ ） 、 Ｇ Ｓ Ｓ 断 面 積 は ０ ． １ １ ２ ｍ ２ （ リ ア ク タ ー 断 面 積 の ７ ０ ％ ） で 実 験 し た 。
　 原 水 は 、 リ ア ク タ ー ２ の 下 端 に 接 続 し た 原 水 送 液 管 １ よ り 流 入 し 、 リ ア ク タ ー ２ 上 部 の
処 理 水 管 ９ よ り 処 理 水 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 リ ア ク タ ー ２ 内 に は 、 有 機 物 を 分 解 、 浄 化 す る 際 に 発 生 し た ガ ス が 集 ま る Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ を
有 し 、 そ の 上 端 に は 外 部 と 通 じ る 発 生 ガ ス 回 収 配 管 ６ の 排 出 口 を 設 け て あ る 。
　 液 相 部 の 容 量 は 、 １ ｍ ３ で あ る 。 各 Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ よ り 発 生 し た ガ ス の 量 は 、 水 封 槽 ７ に 設
け た ガ ス メ ー タ ８ で 計 測 し た 。
　 リ ア ク タ ー ２ 内 の 水 温 は 、 ３ ５ ℃ に な る よ う に 温 度 制 御 さ れ て い る 。
　 原 水 に は 、 糖 質 系 廃 水 の 酸 発 酵 処 理 水 （ Ｃ Ｏ Ｄ ７ ０ ０ ０ ｍ ｇ ／ リ ッ ト ル ） に 、 無 機 栄 養
塩 類 （ 窒 素 、 リ ン 等 ） を 添 加 し た も の を 用 い た 。
　 処 理 水 を 循 環 液 と し て 、 原 水 と 共 に リ ア ク タ ー ２ へ 流 入 さ せ る こ と で 、 通 水 速 度 を ２ ｍ
／ ｈ に 設 定 し た 。
　 原 水 流 量 と 処 理 水 循 環 水 量 の 割 合 を Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 に 応 じ て 設 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ に 実 験 経 過 と Ｃ Ｏ Ｄ の 処 理 成 績 の 変 化 を 示 す 。 両 系 列 と も 処 理 水 Ｃ Ｏ Ｄ 濃 度 を 見 な
が ら 、 有 機 物 負 荷 量 を 徐 々 に 上 げ た 。
　 実 験 経 過 後 、 約 １ ２ ０ 日 目 ま で は 略 々 同 じ 負 荷 量 で 処 理 で き た 。
　 約 １ ２ ０ 日 以 降 、 Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 が ３ ０ Ｋ ｇ ／ ｍ 3  ／ ｄ 以 上 に な る と 、 Ａ 系 列 で は 処 理 水 Ｃ
Ｏ Ｄ が 高 く な っ た 。
　 傾 斜 す る 邪 魔 板 を ５ 個 取 り 付 け 、 装 置 側 壁 と 邪 魔 板 と の 角 度 を ４ ５ 度 と し た Ａ 系 列 で は
、 Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ 直 上 部 に 堆 積 汚 泥 に よ る デ ッ ド ス ペ ー ス が 生 じ 、 汚 泥 層 全 体 を 有 効 に 使 え な
い こ と 、 ま た 、 Ｇ Ｓ Ｓ 部 ５ を 装 置 下 部 ま で 取 り 付 け る こ と で 、 汚 泥 層 の 良 好 な 流 動 を 妨 げ
、 汚 泥 と 基 質 の 接 触 が 不 良 と な る た め 、 処 理 が 不 安 定 に な っ た 。 こ の た め 、 Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 を
２ ５ Ｋ ｇ ／ ｍ 3  ／ ｄ に 下 げ た 。
　 一 方 、 Ｂ 系 列 で は 、 Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 が ３ ５ Ｋ ｇ ／ ｍ 3  ／ ｄ に お い て 、 安 定 し た 処 理 が で き た
。 第 １ 表 に 安 定 状 態 に お け る 処 理 成 績 の 比 較 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 基 づ く Ｂ 系 列 で は 、 Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 ３ ５ Ｋ ｇ ／ ｍ 3  ／ ｄ 、 Ｃ Ｏ Ｄ 除 去 率 ９ ０ ％ 、 処
理 水 Ｖ Ｓ Ｓ ３ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｇ ／ リ ッ ト ル で あ っ た 。
　 一 方 、 Ａ 系 列 の 従 来 法 で は 、 Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 ２ ５ Ｋ ｇ ／ ｍ 3  ／ ｄ 、 Ｃ Ｏ Ｄ 除 去 率 ９ ０ ％ 、 処
理 水 Ｖ Ｓ Ｓ ３ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｇ ／ リ ッ ト ル で あ っ た 。
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に 基 づ く 方 法 で は 、 従 来 法 に 比 べ て 高 い Ｃ Ｏ Ｄ 除 去 率 を 得 る こ と が
で き た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｂ 系 列 の 本 発 明 に 基 づ く 方 法 で は 、 高 い Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 で 運 転 し て い る に も 拘 ら ず 、 処 理 水
Ｃ Ｏ Ｄ 処 理 成 績 は 安 定 し て い た 。 ま た 、 処 理 水 Ｖ Ｓ Ｓ 濃 度 は 、 従 来 法 と 略 々 同 じ で あ り 、
従 来 法 に 比 べ Ｇ Ｓ Ｓ 部 の 数 が 少 な い 場 合 で も 上 向 流 嫌 気 性 汚 泥 床 法 （ Ｕ Ａ Ｓ Ｂ ） 槽 内 に お
け る グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 量 も 安 定 し て い た 。
　 こ れ は 、 処 理 水 を 流 出 さ せ る 処 理 水 配 管 ９ に 最 も 近 い 所 で は 、 リ ア ク タ ー の 単 位 断 面 積
当 た り の ガ ス 量 が 小 さ く な り 、 グ ラ ニ ュ ー ル 汚 泥 の 系 外 流 出 量 が 少 な か っ た た め で あ る 。
　 Ｂ 系 列 を 用 い て 、 原 水 Ｃ Ｏ Ｄ 濃 度 ７ ０ ０ ０ ｇ ／ リ ッ ト ル 、 Ｃ Ｏ Ｄ 負 荷 ３ ０ ｋ ｇ ／ ｍ 3  ／
ｄ 、 通 水 速 度 ０ ． ５ ～ ７ ｍ ／ ｈ で 処 理 を 行 っ た と き の 定 常 状 態 に お け る 処 理 成 績 の 比 較 を
第 ２ 表 に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 基 づ く Ｂ 系 列 で は 、 Ｃ Ｏ Ｄ 除 去 率 ８ ５ ％ 以 上 の 安 定 し た 処 理 を 行 う た め に は 、
通 水 速 度 を １ ～ ５ ｍ ／ ｈ 、 好 ま し く は Ｃ Ｏ Ｄ 除 去 率 ９ ０ ％ 以 上 と す る 場 合 に は 通 水 速 度 を
２ ～ ３ ｍ ／ ｈ に 設 定 す る 必 要 が あ る 。
　 こ れ は 、 通 水 速 度 が １ ｍ ／ ｈ よ り 少 な い 場 合 に は 、 汚 泥 層 で 短 絡 流 が 生 じ る た め 、 汚 泥
層 全 体 を 有 効 に 使 用 し 得 な い た め で あ る 。
　 ま た 、 通 水 速 度 が ５ ｍ ／ ｈ よ り 高 い 場 合 に は 、 処 理 水 の Ｖ Ｓ Ｓ が １ ５ ０ ０ ｍ ｇ ／ リ ッ ト
ル 以 上 と な り 、 リ ア ク タ ー ２ 内 の 汚 泥 量 を 安 定 し て 維 持 で き な い た め に 、 処 理 性 が 悪 化 し
た こ と に よ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 上 向 流 嫌 気 性 処 理 装 置 の 一 形 態 を 例 示 し た 模 式 図 。
【 図 ２ 】 従 来 の 上 向 流 嫌 気 性 処 理 装 置 の 一 形 態 を 例 示 し た 模 式 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 従 来 の 上 向 流 嫌 気 性 処 理 装 置 の 一 形 態 に 、 原 水 を 分 注 す る 方 式 を 加 味 し た
上 向 流 嫌 気 性 処 理 装 置 の 一 形 態 を 例 示 し た 模 式 図 。
【 図 ４ 】 実 験 に 用 い た 本 発 明 の 上 向 流 嫌 気 性 処 理 装 置 の 概 要 を 例 示 し た 模 式 図 。
【 図 ５ 】 実 験 に 用 い た 従 来 の 上 向 流 嫌 気 性 処 理 装 置 の 概 要 を 例 示 し た 模 式 図 。
【 図 ６ 】 実 験 経 過 と Ｃ Ｏ Ｄ 処 理 成 績 の 変 化 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 １ 　 原 水 送 液 管
　 １ ａ ～ １ ｄ 　 分 注 管
　 ２ 　 リ ア ク タ ー
　 ３ 　 邪 魔 板
　 ４ ａ ～ ４ ｈ 　 区 分 ス ラ ッ ジ ゾ ー ン
　 ５ 　 Ｇ Ｓ Ｓ 部
　 ５ ａ 　 気 相 部
　 ５ ｂ 　 気 泡 部
　 ６ 　 発 生 ガ ス 回 収 配 管
　 ７ 　 水 封 槽
　 ８ 　 ガ ス メ ー タ
　 ９ 　 処 理 水 配 管
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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